
神 田 川 巡 検

10月5日｡私達 3年生は久保先生の御指導のも

とで,都市河川について理解を深めるために,神

田川地域をフィール ドとする巡検に参加したO

神田川の水源は,三鷹市の井の頭池で,下端

は,台東区の隅田川合流点｡延長25.4knO東京の

中小河川の中で最も長い｡以前は,上流から神田

上水,江戸川,神田川 と部分ごとに呼び名が異

なっていたが,昭和40年以降全体を統一して神田

川と言うようになった｡

私達は午前9時30分に井の頭公園に集合し,そ

こからJRお茶の水駅まで,川の流れに沿って移動
していった｡途中,神田川と合流する善福寺川や

妙正寺川の流域まで足をのばし, 河川対策のため

の調節池を見学した｡

山手の河川は,戦後昭和30年代以降から,集中

豪雨があると氾濫するようになった｡農地を宅地

に転用するようになり,水が以前よりも地面にし

み込まなくなったからだ｡その後,一時は水害の

規模が小さくなったが,最近ほぼ10年間でマン

ション化が進み,被害は再び増大するようになっ

た ｡

私達はまず,杉並区にある善福寺川沿いの調節

池を見学した｡この調節池は普段はテニスコート

として利用されている｡水辺はきちんと整備 さ

れ,所々にベンチやオブジェが置かれている｡周

辺の住民が川と親しむことができるように工夫さ

れている｡

次に中野区西落合にあるマンションを訪れた｡

このマンションは工場跡地に建てられたもので,

清 瀬

10月4日9時30分｡我々2年生は西武池袋線清

瀬駅に集合した｡そのまま徒歩で結核予防会結核

研究所-向かう｡まずは研究所の古参の方に話を

伺 うことができた｡

小 林 玲 子

妙正寺川の氾濫に備えて,-階部分に調節池とし

ての空間を備えた造 りになっている｡集中豪雨が

あると,この大きな調節池とそれに続 く庭に,約

1mの高さまで水がたまると言 う｡ この付近で

は,さらに公園や学校の校庭も調節池にする工事

が進められている｡

このマンションに向う途中,神田川の支流であ

る桃園川の側を通った｡この川は汚染が進んだ

為,コンクリー トでふたをされている｡その上は

緑歩道として利用されているが,これでは河川の

持つ機能を十分に生かせないと思う｡汚れたから

と言ってこのように暗渠化 してしまうのではな

く,河川を残し,景観の一部として,都市の中に

うまく取 り入れていくことはできないのだろうかO

神田川流域では,いたるところで河川対策が行

われているがその方法は様々である｡新 しい家

は,ほとんど道路より一段高い所に建てられてい

る｡最後に訪れた高田馬場では,特にこのような

自己防衛が目立った｡マンションはそれぞれ頑丈

な防潮板を備え,一戸建家屋もそれぞれ工夫を凝

らしていた｡しかし,これだけでは不十分である

し,それができない家は,より大きく被害を受け

ることになる｡地域ぐるみで対策を考える必要が

あると思う｡そ こから川に沿って下流に進み,

JRお茶の水駅で解散となった｡
今回の巡検では,都市河川の様々な側面を見る

ことができたと思う｡これ以来,私は興味を持っ

て河川を眺めるようになった｡

(10月5日 久保教官指導)
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研究所の成 り立ち,昔は結核が不治の病であっ

たこと,そして科学の発達とともに克服されてゆ

き,今では殆どの施設が閉鎖或は他の目的の施設

に変わっていったこと-｡結核研究者も多くが肺
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